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な寒さに、身体がついていけませんね。 

おまけにインフルエンザが猛威を振るい、

気候の乱高下に振り回されっぱなしです。 自律神経

をやられないよう、皆さん体調には十分気を付けてく

ださいね。 

 タイトルバックはゆめさきの森公園 通宝寺池に

やって来たオシドリのオスです。 メスは地味〜なの

にオスのこの派手さには目を引くものがあります。 

なんでこんなにカラフルなのでしょう。 こんなド派

手な奴と仲良くできるなんてメスは偉いなーと思っ

たら、実はそんなに夫婦仲は良くないんだとか。 毎

年パートナーを替えるらしいし、卵を温めて子育てす

るのもメスだけで、オスは協力しないんだってさ。 

“オシドリ夫婦”っていう言葉とは真逆で、何だか騙

された気分です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このきれいに赤く染まった葉は、落葉広葉樹の高木

ウリハダカエデです。 木の表面の濃い緑に黒の縞模

様が、マクワウリの実の模様に似ていることから由来

しています。 真っ赤に彩るイロハモミジなんかは言

うまでもなく美しいですが、この赤と黄色が混ざった

燃えるような紅葉が私は好きですね。 日本庭園やあ

ちこちの公園などに植えられています。 この木の材

質は白くってきめが細かく、こけしや木のおもちゃな

どを作るのに適していて、木工細工やお箸などにも利

用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらの美味しそうな実は、マユミの実です。 ヒ

ヨドリやメジロなんかが食べるようですが、実は有毒

で、我々は決して口にしてはなりません。 でも、春

の新芽なら山菜として、食べることができます。 マ

ユミの漢字は「真弓」。 その昔、この木から弓が作

られたことから来ているのだとか。 確かに丈夫でよ

くしなる枝です。 だれか私に弓を作ってくれません

かね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この花は 5ミリほどの実に小さなミゾソバの花で

す。 ほんのりのピンク色と白のグラデーションがキ

ュートでしょ。 ミゾソバは、水田廻りの溝や小川の

縁に咲く草で、栄養のある土壌でかつ水が豊富な場所

に群生します。 その特性や花がソバの花にも似てい

ることでこう呼ばれます。 

 



 

 

 

 

 

 もうすぐ、ドバイで COP２８（国連気候変動枠組

条約国会議）が開催されるの。 はてさてどういう展

開を見せるのだろうか。 今や世界はイスラエルｖｓ

ハマスの紛争、ウクライナｖｓロシアの戦争で、どち

らに肩入れするか世界の主要国の間では不協和音が

生じておるし、そんなこんなで物流が滞り世界経済を

もたつかせておる。 こんな折に、温暖化問題なんぞ

真剣に取り組むことが出来るのじゃろうか。 わしゃ

心配でしかない。 

 

 おりしも、国連の気候変動枠組み条約事務局が

2030年度の温暖化ガスを 2010年度比で 8．8％

増加するとの分析を明らかにした。 パリ協定での４

５％削減目標にはほど遠い。 COP２８開催前に世界

に向けて危機感をアピールするねらいもあるのじゃ

ろうが、世界の目が紛争回避と経済の立て直しに向い

ているさなか、どれほどの効果があるのかの。 開催

地ドバイにあるＵＡＥ（アラブ首長国連邦）の国際舞

台ではその手腕が問われるところじゃな。 

 

 ところで、最近、巷をにぎわしておるのがクマの出

没と捕殺の話題じゃ。 実は、クマだけでなくシカや

イノシシも里に出没して、田畑を荒らしておるそうじ

ゃ。 聞くところによると、この辺りでも網干の三角

公園にイノシシがうろついていたという情報もある

らしい。 原因のひとつは、里山が荒れて、けものの

暮らす深山と、里との間のバッファゾーンがなくなっ

たことがあげられておる。 それも、間違いはないじ

ゃろう。 

 

 しかし、今年に至っては、ドングリ等など木の実が

極端に不作となり、冬を越すための食糧が致命的に不

足していることが主原因とされておる。 野生動物た

ちは生存危機に直面し、しかたなく里に出没している

らしい。 それら、木の実の不作の要因を今年の猛暑

や温暖化に結び付けようとする評論家がおるが、わし

ゃ衝撃的な記事を見つけたので、それを皆に伝えよう。 

 

 

 それによるとな、今年の全国的な木の実の不作は、

温暖化や猛暑とは全く関係なく、なんと、植物たちの

生き残り戦略の作戦じゃというのじゃ。 そもそも植

物というのは、生存と繁栄のため種をせっせと作り続

けるのじゃが、またそれを拡散させるためには動物の

手を借りるケースが多い。 ところが、その動物が増

えすぎると、今度は種を全て食い尽くされて面白くな

い。 そこで、植物たちはあるとき全力で、食べきれ

ないほどの種を作り、動物たちが必死に食料の確保と

保管のために種をあちこちに隠して埋めて拡散して

くれた後、今度植物たちは生産を止め、動物たちを餓

死に導くのだそうじゃ。 

そんなふうにして、自然界のバランスは保たれてお

るというのじゃ。 植物にも確たる意思があり、それ

が全国に張り巡らされたネットワークで協調しあい、

戦術を繰り出しているというこのセオリーが、わしは

衝撃と共に妙に腑に落ちた。 

 

 そうするとじゃ、今年のカメムシの大発生や、引っ

付き虫センダンクサの大増殖も、奴らの何かしわざな

のかもしれんと思い始めた。 カメムシのあの臭さは

半端なく、あのくっついたら取れない引っ付き虫も大

変じゃ。 自然界の掟と仁義なき戦いは人間界以上な

のかもしれんのぅ。 

 

 話は変わるが、わしゃこの前、歯周病の手術を受け

たのじゃ。 歯周病が進んで溶けてしまった歯茎の骨

を再生し歯周ポケットを無くする手術じゃ。 年をと

ると歯も悪くなる。 歯周病に苦しめられる年寄りも

多いじゃろ。 外科手術で治る可能性があるというの

でやってみた。 歯茎を切開して歯周病の病巣をグリ

グリ、ガリガリと除去した後、骨再生の薬を封じ込め

てきつく縫合する。 なかなか、スプラッターで強烈

な手術じゃったが、その後の経過は良好じゃ。 

 さらに、手術後の歯茎を常に清潔に保つため、ハン

ディ高圧水口内洗浄機を導入。 これが、すこぶる調

子が良い。 洗面台がビショビショになる難を除けば、

口内のさわやかさは、歯ブラシやフロスでは経験でき

んレベルじゃ。 海外製はリーズナブルな値段じゃ。

試してはどうかな。 
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10月 15日 ゆめさきの森にて。 

チビッ子たちの喜ぶ様子はコチラ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレ里山整備体験イベントが10月9日 こうでら

健康の森にて 森林整備体験のプログラムを実施。 

地元サンテレビの取材もあり、的場リーダーが里山整

備指導員で大活躍！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらサンテレビの動画サービスです。 

  左が 10月 9日、右が 10月 22日の模様です。 

ぜひぜひ、のぞいてみてくださいね。 

 

続いて、10月 22日は里山フェスタのメインイベ

ント in姫路大手前公園。 

秋晴れの元、虹技をはじめ多くの里山整備団体が参加

して賑やかに行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月２９日、毎年恒例のイベント。 虹技は射的

とピンポン玉入れの子供向けブースを運営。  

 

 

 

 

 

 

 

ハロウィン衣装の子供達も来てくれて、盛り上がりま

した。 ただ、インフルエンザの流行の影響か、はた

また他のイベントと重なったためか、来場者はいつも

より少なめでした。 

 

 

 

 
 

ひょうご 里山フェスタ2023 

 

 

ゆめさきの森公園 森まつり 



ひと月お休みしての活動でし

た。 季節はもう秋、身体を

動かすにはちょうど良い気候。 あの嫌なヒルややぶ

蚊なども姿を消し、今回は二人の女性が参加してくれ

て、いつもより和やかに、かつ快調に作業が進みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 今回から新しく導入したチルホールの効果を試す

べく、大径木の伐木に挑みますが、ありゃりゃ、チル

ホールの引く方向とずれて倒れた結果、隣の太枝を直

撃してバッカーンと折れてしまいました。 それがブ

ラーンと垂れ下がり、ちょっと危険な状態に。 毎度

のことながらマンパワー一丸で引っ張り回して落と

します。 

その様子がコチラ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性陣は、先ずシイタケ狩りの後、急斜面の雑木伐

採にチャレンジ。 ノコギリを手に大格闘。 足場の

悪さとおまけに前日の雨で落ち葉が濡れていたりで、

すってんコロリン、ズルズルべったんとコケること、

コケること。 何度転んでも立ち上がり、踏ん張って

雑木をゴリゴリとひたすら伐り倒すこと丸半日。 作

業跡の森はずいぶんすっきりとしました。 

 

 

 

 

 

 

 ちょっと服は汚れましたが、作業後に見上げた見通

しのいい森に、充実感をちょっと味わってもらえたの

ではないかな。 森の中でのガールストークも楽しそ

うでしたし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 師走に突入して底冷えする季節になりますが、葉っぱも全て落ちて、青空の見える明るい森での作業と

なります。 木の枝を渡り飛ぶ鳥たちの姿も見ることが出来ます。 ちょっと温かい格好をして、ゆっく

り作業をすすめます。 巣箱の掃除もしながら、ツリーデッキの仕上げ作業を行う予定。 初めての方大

歓迎、気軽にお声がけくださいね。 

日 時 ：  １２月９日（土） １０：００～１５：００（９：３０公園駐車場集合） 

場 所 ：  県立ゆめさきの森公園（虹の森） 

申し込み： 参加希望者は、環境管理Ｇ 的場まで、またはお近くにいるメンバーまで連絡ください。 

   的場ケータイ：090-5979-8385 

メンバーの方はショートメール等で参加の可否を連絡いただければありがたいです。 

初めて参加される方は、保険に加入しますのでお名前、住所、ケータイ番号を連絡ください。 

 


